こ、 で 所謂 「戦争文学」 の 話 をしょう とする ので は 

ない。 また、 軍事 教育と 文学との 関係 を 論じよう とす 

るので もない。 まして、 軍人なる ものが、 如何に 文学 

と 関係の 深い 職業で あるか を 説かう とする ので もない。 

た、 V、 次の やうな 挿話 を 一括して、 之に 標題 をつ ける 

とすれば、 まあ、 かう いふ ことにで もす るより 外ない 

と 思 ふので ある。 

僕 は 幼年 学校に は ひ つて 仏蘭西 語 を 習 ひ 始めた が、 

少し 本が 読める やうに なり 出す とュゴ ォのレ • ミゼラ 

ブルと、 ルソォ の 懺悔 録を 読んだ。 あれで も いくらか 



区 隊長に 見つかって、 何 を 読んで ゐ ると 聞かれ、 その 

区 隊長が あま リ 語学が 達者でなかった の をい ゝ ことに 

して、 「はい、 フランスの 野外 要務 令であります」 と 答 

へ、 その 場 を 切り抜け たこと も ある。 

習 志 野に 舎営 をし に 行った 時、 頭が痛いと 云って 演 

習 を 休み、 バラックの 陰に 蹲って ツル ゲェ 二 エフの 「貴 

族の 家」 を 読んだ こと を 覚えて ゐる。 その 頃の 区 隊長 

N 中尉 は なかなか 面白い 人で、 僕の やうな 男 は、 叱つ 

て 見たところで 役に立たな いと 見て取り、 常に 僕の 悦 

び さうな 処罰 法 を 考案した。 その 時 も、 あの ネルソン 



版の 仏 訳 「貴族の 家」 を 没収した 上、 僕 を 衛兵 勤務に 

ま はし、 肌寒い 秋の 一 夜 を 歩哨に 立た せ、 翌朝 日出の 

時刻 を 正確に 計って 報告せ よと 命令した。 僕 は それで 

「日 は 何処から 出ます か」 と 聞いた ので ある。 中尉 は 

顔の 下半 分で 怒り、 上半 分で 笑って ゐた。 

クウ プリンの 「決闘」 を 読み、 徳富蘆 花の 「寄生木」 

を 読んだ の も その 頃で ある。 

それから 間もなく、 士官候補生 として 九州の ある 歩 

兵 聯隊へ は ひった。 そこに、 一年 志願兵で X とい ふ 国 

学院 出身の 人が ゐて、 その 人が 中学校の 先生 をした こ 



とが あり、 僕に いろいろ 国文学の 知識 を 授けて くれた 

やうで ある。 その 人の 紹介で、 長 崎に ゐる X 泉 X とい 

ふ 「文章のう まい 青年」 と 手紙の 往復 をした ことがあ 

る。 これが 多分、 今日の X 泉 X X 氏で はない かと 思 ふ _ 

その 頃から、 僕 は、 やう やく 文芸 雑誌と いふ もの を 

手に する やうに なった。 

いよいよ 少尉の 辞令 を 貰って、 これから は 誰に も 気 

兼 をせ ずに 本が 読める と 思って ゐ ると、 或る日、 聯隊 

附 中佐が 僕 を 呼んで 「貴公 は 大分 本 を 読ん どる やう だ 

が、 どんな 本 を 読ん どる か、 我輩に 見せい」 とい ふの 



不動の 姿勢 を 取った。 僕 は、 少し てれ 気味で、 「え、 と、 

いくつ だつ けな」 と 云った。 

特命 検閲と いふ ものが ある。 大将 級の 検閲 使が 中央 

部から 幕僚 を 大勢 引 連れて 各 師団の 成績 を検べ に 来る 

ので ある。 

その 時、 検閲 使 は XX 宫 殿下、 首席 幕僚が XX 少将 

(今の 大将) その 次が X X 大佐 (今の 中将) とい ふ 一 行 

で、 聯隊 は 上 を 下への 騒ぎ、 隊長の 運命 は 此の 検閲の 

成績で 決まる とい ふの だから 仕方がない。 

僕達 は、 検閲 使の 中隊 巡視 を 待ちながら、 将校 室で 



煙草 を ふかして ゐ ると、 遂に 順番が 来た。 中隊長 室に 

検閲 使 一行が は ひり 込む。 何 を 見られる か 知らと いふ 

不安で 中隊長 以下 片唾を 飲んで ゐる。 すると XX 大佐 

の 声で 「此の 中隊に は、 岸 田 少尉が ゐ るんだ ね。 こ、 

へ 呼んで …… 」 

そこで、 尋問が はじまった。 

—— 中隊 附 将校の 職務 …… ？ 

—— これこれ …… (本に 書いて ある 通り を 云 ふ) 

—— 君 は 文学 を やっとる さう だが、 どんな 文学 かね _ 

？ 

—— 軟文学 か、 硬 文学 か？ 



—— そんな 分類に は 従って ゐ ません。 

—— それ ぢゃ、 力— チ ュシャ なんか はどう だ。 

此処で 僕 は、 一寸、 一座の 厳めしい 人達の 顔 を 見 ま 

はした。 

これ はもう 十 何年 も 前の 話で ある。 今 は、 憲兵 大尉 

が 活動の シネ リオ を 書く 時代に なって ゐる らしい。 

時代と 云へば、 その 時代 は 島 村 抱 月の 芸術 座が、 松 

井須 磨 子 を 先頭に 立てて 地方 巡業 をして ゐた 時代で あ 

る。 

僕の 任地 XXX の 劇場で も 「復活」 と 「剃刀」 と を 

演じた。 僕が その 芝居 を 観に 行った 唯一 人の 青年 将校 
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